
取組個票①5年間の取組全体概要

①取組名
取組①-1-a

１）
総合的なエネルギー基本政策 　【環境局】

②対応する目標・課題

23年度

24年度

25年度

26年度

27年度

28年度

29年度以降

地域でエネルギーを賢く無駄なく使いこなす都市を目指す。

市内企業のヒアリング等

⑥主体
　北九州市、市内外事業者

⑦活用した国等の制度
環境未来都市先導的モデル事業費補助金（内閣府）

⑧地域の関与
　財政上の措置
　事業に向けた調査の実施
　事業者への働きかけ

⑨スケジュール

③対応する評価指標・
目標値

■評価指標：低炭素で安定・安価なエネルギー拠点の形成 ■目標値：地域エネルギーマネジメントの構築

⑩他の取組との連携
取組内容　【①-1-ａ】地域エネルギーマネジメント機能を実装した低炭素街区の形成・普及
　　　　　　　　２）北九州スマートコミュニティ創造事業
　　　　　　　　３）城野ゼロ・カーボン先進街区形成事業
連携内容：本事業の内容、成果を、個別のまちづくりに展開する。
取組内容：【①-1-b】再生可能エネルギー等の導入と普及（多様な次世代エネルギーが揃った都市）
　　　　　　　　１）身近な場所における省エネ促進・再生可能エネルギー導入
　　　　　　　　２）大規模太陽光発電の導入促進
　　　　　　　　３）大規模風力発電の導入促進
　　　　　　　　４）次世代エネルギー等に関する導入促進
連携内容：本事業の内容、成果を、個別のまちづくりに展開する。

各種取組の推進

⑪自立・自律の方針・目標
　平成２５年度の調査により抽出した課題の解決に向けた検討を行う。

④取組内容
　本市はこれまで、エネルギー問題、地球温暖化問題に取り組んできたが、東日本大震災を契機とし、これまでの省エネルギーの推進、再生可
能エネルギーの普及に加えて、地域の市民や企業が安心して生活や生産活動を行える安定的なエネルギー基盤を確保する重要性が明らか
になった。
　これを受け、自治体の政策としては例のない地域エネルギーの拠点化をめざし、「省エネルギー（ネガワット）の推進」「再生可能エネルギー・
基幹エネルギーの創出拠点の形成」「安定・安価で賢いエネルギー網の構築」の３つのリーディングプロジェクトを掲げ、地域の成長を支える地
域エネルギー拠点の形成とともに、それを活用した最先端のモデルの構築を図ることを目指す。

⑤エリア
　市域全体

基本政策に基づく各種取組の調査・検討

地域エネルギー基本政策の立案・スマートインダストリ調査

基本政策に基づく各種取組の調査・検討（環境省調査など）

基本政策に基づく各種取組の調査・検討（環境省調査、NEDO調査など）

各種取組の推進


